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1ま え が き

本研究は昭和46年から昭和∞年まで実施した実用化技術

組立実証試験 (高冷地野菜機械化栽培技術 )の 結果を,第
2報としてレタスについてまとめたものである。

レタスは高冷地野菜の中心作目であり, 3月 まきのポリ

マルチ移植栽培に始まり,7月 まき,月 下～ 10月 どりの作

型で栽培が終る。

本報では,代表的な 4つの作型について機械化栽浩の結

果と問題となった個,1作業について報告する。

2 試 験 方 法

長辺
"Oπ

の回場を供用し, 春まきポリマルチ栽培では

4カ 年各
"a,他

の作型では力～ 30aの 供試面積であるが,

ポリマルチ直まき栽培は 3カ 毎 直まき栽培は4ヵ 年 夏

まきポリマルチ移植栽培で 2カ 年試験 を実施 した。各作型

の作業別使用機械は表 1に 示してある。使用 トラタターは

“

5p● ぉょび30p8で ある。 品種 は,昭和47年のみ′レ

ートレイクス566,48年 以降はすべてみかどグレイ ト5,214

を使用した。

6試 験 結 果

1 機械化栽培における所要労力

各作型における所要労力を調査した結果を標準体系とし

てまとめたものを表 1に示 した。

10a当 りの所要労働時間は,春まきポリマルチ移植栽培

では255時間,ポ リマルチ直まき栽培 1%時間,直まき栽

培116時間,夏まきポリマルチ移植栽培 16,時間であった。

春まきポリマルチ栽培では,全所要労働時間のうち育苗

が40チ を占め, 次いで収穫出荷の32チ , 定植の17%が 主

なものである。

ポリマルチ直まき栽培では,収穫出荷の55多 を最高に間

引の19,,手取り除草の119%が主なもので,こ れらの作

業で約86%を 占めた。直まき栽培は4作型のうちで最も所
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要労力が少ないが,収穫に61¢ を占め,次いで手取り除草

の174¢ ,間引の142%が主なものである。夏まきのポ リ

マルチ移植栽培は,春 まきの同栽培に次ぐ所要労力である

が,収量が少ないことと,.露地育苗でハウス青苗より省力

化できるため,春 まきに比較し
`7%の

所要労力である。本

作型も育苗の占める労働時間が最も多く,全 労働時間の

384,を 占めるが,春 まきの育苗時間と比較すると58時間

も少ない。次いで収穫出荷のある%,定植の23%が主なも

のである。

2 各作型における問題点

1)育苗 :2作型とも全所要労働時間に占める割合が高

い。本試験における育苗は,ベーパーボット利用の無仮植

陽熱育苗で,省費省力の育苗法であるが,こ の青苗では,

間引とポットヘの土入れ作業が大きな比重を占めており,

間引の省力化は無理としても土入れ作業の省力化をはかる

必要がある。

2)定植 :10a当 り栽植本数は,春 まきで6,172株,夏 ま

きで 5,555株で, 1株当り約25秒の植付時間であるが, い

ずれも手植えであり,マ ルチプランター開発への期待が大

きい。

5)マ ルチフイルム除去の省力化 :マ ルチフイルムの除

去時間は,周辺農家の耕転機体系の場合の調査結果で,Oa

当ワ275時 間であったが,本試験では
`6フ

時間と約24倍 も

の所要時FHIで あった。これは大型 トラク′―による管理作

業で畦間がより踏圧されるためである。このためマルチフ

イルムのはぎ取りを容易にするため, ビー トリフ′―によ

ってフイルムの裾の浮き上げを行なった所, ほぼ耕伝機体

系なみの255時 FB5で 終えることができた。フイルムの裾の

浮き上げと同時に巻取 り装置を考案すればより省力化が可

能と考えられる。

41 は種の省力化 :ポ リマルチ直まき栽培では,手まき

によらぎるを得ず10a当 り約,時間を要した。省力化のた

めには, マルチシーダーの開発以外にはないと考えられる。

直まき裁培では, シー ドテープを利用したが, トラタター
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表 1 レタスのFFA別所要労働時間と使用機械 (103当 り)
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機 械 利 用 時 間 14フ ア ス85
`4

,87 1118

収     量  (め 2,400 2.lX10 1400

の作業幅の関係から畦幅1“ ら 条間45“の 3条 となるた

め,市販されている 2条用のテープシーダーでは,往路と

復路の条間が異なるため極めて傾雑であった。このため3

条に改造した所テープの埋設深度が一定とならず,条によ

って著 しい発芽不良をきたした。本試験の終了後スペーシ

ングドリルを使用 した所若千検討を要する点はあるが極め

ては種精度が高かった。

D除 草 :ポ リマルチ栽培では,移植,直 まきで在ほ期

間が異なるが,裸地に比較 し,座の肩の部分の雑草の生育

がより早い上に,機械除草でも残る部分のため手取り除草

によらぎるを得ない。また直まき裁培では小型ロータリー

の使用が主体となったが,株元 株間の難草が残った。除

草剤としては トリフルラリンを使用したが,広葉雑草に効

果が劣 り,特に着作での効果が十分でない。このようなこ

とから株間の除草はできないが,雑草処理剤の使用できる

畦間除草剤散布機の開発も必要である。

6)収穫の省力化

所要時間に占めるll合が極めて大きいが,現状では手作

業によらぎるを得ない。収穫労力は多収ほどかかるのは当

然であるが, レタスのように収穫期のそろいの悪いもので

は,収穫期に達したものから探して収穫するため,腐敗の

発生が多く低収の場合はより労力がかかり,収量とt当 り

収穫時間との間にはr― o`753と 負の相関が認められた。

また,収穫作業も収穫物 を収納舎に運んで選別包装するよ

りも,ほ場で収穫 しながら選別包装 した方がより省力的t
10ヶ ―ス当り47分も短縮された。従って現状での省力化

は,作業方式の検討と流通施設の充実が重要であると考え

られる。


